
 

 
www.keysight.co.jp 1 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

そのオシロスコープは、発生頻度 
の低いイベントを捕捉できますか？ 
オシロスコープの波形更新速度 
はじめに 
購入時のオシロスコープの性能評価において、波形の更新速度はきわめて重要に
なります。この仕様は見過ごされがちですが、例えば、信号で 100万回に 1回だ
けというランダムで発生頻度の低いイベントを捕捉する能力に、直接影響しま
す。高速な波形更新速度が重要な理由は、3つあります。 

1. オシロスコープ性能：波形更新速度がとても遅いと、そのオシロスコープの使
用が非常にもどかしくなります。タイムベースコントロールを回すと、データ
処理が終わって何秒も経ってからでなく、オシロスコープがすぐに反応してくれ
ることを期待します。 

2. 詳細なディスプレイ：波形更新速度が高速だと、輝度変調によりノイズやジッタ
などの波形の詳細を表示できるようになり、オシロスコープの表示品質が向上し
ます。 

3. グリッチの捕捉：波形の更新速度が上がると、信頼性低下につながる恐れがある
信号のランダムで発生頻度の少ないイベントを捕捉する可能性が高まります。 

 

波形の更新速度は重要な仕様の 1つですが、更新速度の仕様そのものが誤解を招いて
いる可能性があります。ご使用中のオシロスコープのデータシートに高速な波形更新速
度が記載されていても、発生しているグリッチを捕捉できない場合があります。本書で
は、オシロスコープの波形更新速度を実際に測定する方法について説明し、その上で各
オシロスコープ製品のグリッチ捕捉率と更新速度を比較します。 

Keysight InfiniiVision 4000 X 
シリーズ ミックスドシグナル 
オシロスコープ 
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オシロスコープのデッドタイム 
新しいデザインをデバッグする際に、波形／デコード更新速度は重要です。特にまれにしか発生しない
間欠的な問題を探してデバッグする際には尚更です。波形／デコード更新速度が速ければ、オシロスコ
ープが発生頻度の低いイベントの捕捉率が改善します。これを理解するためには、まずオシロスコープ
のデッドタイム（「ブラインドタイム」と呼ばれることもあります）とは何かを知る必要があります。
すべてのオシロスコープには、図 1に示すようなデッドタイムがあります。これは、オシロスコープが
信号を捕捉し、波形を処理して表示する間の時間です。このデッドタイムの間は、オシロスコープは基
本的に何も見ることはできません。 

 
赤丸で囲ったグリッチ（図 1）は、オシロスコープのデッドタイムの間に発生しています。2回のオシ 
ロスコープの捕捉サイクルが過ぎても、これらは画面に表示されません。オシロスコープのデッドタイ 
ム率は、更新速度が分かっていれば簡単に求めることができます。デッドタイム率はオシロスコープの捕
捉サイクル時間から表示捕捉時間を引き、それをオシロスコープの捕捉サイクル時間で割ったものです。
オシロスコープの捕捉サイクル時間とは単に波形更新速度の逆数であり、この速度は使用する設定条件に
対して測定する必要があります。 

 

図 1. オシロスコープのデッドタイムとディスプレイ捕捉時間。 

 

%𝐷𝐷𝐷𝐷 = オシロスコープのデッドタイム率 

 
= 100 ×
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 = 100 × (1 −𝑈𝑈𝑊𝑊) 

ここで   

𝑈𝑈 = オシロスコープの実測更新速度 
𝑊𝑊 = 表示捕捉時間ウィンドウ 
 = タイムベース設定×10 
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オシロスコープのデッドタイムは、一般に表示捕捉時間より桁違いに長時間になることが多々ありま
す。波形更新速度が速いオシロスコープでも同様です。つまり、複数の異なる設定条件に基づいて発生
頻度の少ないイベントをオシロスコープで捕捉するのは、ギャンブルと似ています。オシロスコープで
ランダムに発生するイベントを捕捉する確率と、サイコロを振って特定の目を出す確率を類推してみま
しょう。 

 

さいころの出目 
6面のさいころを、1回振ったときに特定の目が出る確率は 6分の 1です。では、さいころを 2回振った
ときに特定の目が出る確率はどうなるでしょうか？ある人は 6分の 2、すなわち 33.3% と答えるかもし
れません。この考え方が正しければ、さいころを 10回振ったときには特定の目が少なくとも 1回出る確
率は 100% を超えてしまいます。しかし、それはありえません。さいころを"N"回振ったときに"S"とい
う目が 1回以上出る確率 (𝑃𝑃𝑁𝑁)(%) は以下の式によって求められます。 

 

この式を理解するには特定の目が出ない確率の計算を考えます。さいころを 1回振った時に特定の目が
出ない確率は、“(S-1)/S” として表すことができます。したがって、6面のさいころでは 5/6となります。
さいころを振る回数(N)が増えるに従って、特定の目が出ない確率は指数関数的に少なくなって行きま
す。これは、特定の目が出る確率は上がっていきますが、確率 100% に到達したりそれを超えることは
ないということを意味しています。 

オシロスコープが捕捉する確率で考えると、“S” はオシロスコープの表示ウィンドウ時間と、異常イ 
ベントの平均発生時間との比になります。例えば、グリッチが 10 ms（1秒間に 100回）ごとに発生
し、オシロスコープのタイムベースを 20 ns/divに設定していると、表示捕捉時間は 200 nsなので、 
S＝10 ms/200 ns＝50,000という値になります。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

𝑃𝑃𝑁𝑁 = 100 𝑥𝑥 �1 − �
(𝑆𝑆 − 1)
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発生頻度の少ないグリッチを一定の時間内で捕捉する確率を増加させるには、信号を多数回、可能な限
り捕捉する必要があります。ここで、オシロスコープの波形更新速度が重要となります。オシロスコー
プの補足回数「N」は、妥当な観察時間を掛けたオシロスコープの波形更新速度と同じです。観察時間と
は、オシロスコープの画面で波形が正常かどうかを判断するために見ている時間です。 

 

 
図 2. 「グリッチ」の出目を 1 個だけ持つ多面さいころ。 

 

オシロスコープの実際の波形更新速度の確認 
オシロスコープの波形更新速度はさまざまな要因の影響を受けます。オシロスコープのタイムベース設
定は、通常、表示捕捉時間ウィンドウを定めるため、波形更新速度に最も影響を及ぼすセットアップ条
件です。長時間のデータを捕捉できるようにタイムベースを調整すると、オシロスコープはより多くの
波形をデジタイズすることになります。例えば、2 ms/div の設定では、オシロスコープの画面上の捕捉
時間は 20 msです。理論的には不可能ですが、オシロスコープのデッドタイムがゼロなら、この場合の
絶対的なベストケースの波形更新速度は 50波形/sになります (1/20 ms)。では、実際のオシロスコープ
の更新速度はどうなるのでしょうか？ 

 

𝑃𝑃𝑡𝑡 = 100 × �1− [1 − 𝑅𝑅𝑊𝑊](𝑈𝑈×𝑡𝑡)� 
   

ここで   

𝑃𝑃𝑡𝑡 = "t" 秒で異常を捕捉する確率 
𝑡𝑡 = 観察時間 
𝑈𝑈 = オシロスコープの実測更新速度 
𝑅𝑅 = 異常イベントの発生レート 
𝑊𝑊 = 表示捕捉時間ウィンドウ 
 = タイムベース設定×10 
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オシロスコープの実際の波形／デコードの更新速度を知るには、様々なセットアップ条件を想定して更新
速度を測定する必要があります。測定する際には、ほとんどのオシロスコープに付いている、他の機器と
同期をとるためのトリガ出力を使います。外部カウンターを使用して、このトリガ出力信号の平均周波数
を測定することにより、オシロスコープの更新速度がわかります。オシロスコープへの入力トリガソース
として使用する信号のトリガ速度は、オシロスコープの予想更新速度を超えていなければなりません。 

超えていないと、オシロスコープの更新速度がそれより低いトリガ速度に制限されてしまいます。 

表 1、2、3はそれぞれ、100 MHz、500 MHz、1 GHz 帯域幅の同じクラスのオシロスコープの実測波形
更新速度を並べて示したものです。テストは、1つのチャネルだけをオンにして、各オシロスコープの設
定条件をデフォルトにして始めました。最高サンプリングレートを実現するために、設定できる最小の
メモリ長に設定し、メモリ長をタイムベースレンジごとに最適化しました。このような作業は、キーサ
イトのMegaZoomテクノロジーであれば、常に自動的に最適化されています。 

 

実測波形更新速度（100 MHz帯域幅のオシロスコープ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表 1. 同じクラスの 100 MHz 帯域幅のオシロスコープのベストケースの波形更新速度。 

タイムベー
ス 

Keysight 2000 X 
シリーズ 

Tek DPO20000 
シリーズ 

Tek TDS2000 
シリーズ LeCroy WaveJet 

2 ns/div 236,000 140 60 1,000 
5 ns/div 236,000 130 60 1,000 
10 ns/div 236,000 130 60 1,000 
20 ns/div 246,000 160 60 1,000 
50 ns/div 241,000 220 60 1,000 
100 ns/div 209,000 6,200 50 1,000 
200 ns/div 168,000 5,500 100 1,000 
500 ns/div 113,000 4,200 100 1,000 
1 µs/div 62,000 2,300 100 625 
2 µs/div 31,300 2,000 100 300 
5 µs/div 13,500 2,000 100 150 
10 µs/div 6,800 1,400 100 70 
20 µs/div 3,400 1,200 100 35 
50 µs/div 1,800 400 90 35 
100 µs/div 900 180 90 35 
200 µs/div 460 120 200 35 
500 µs/div 180 80 140 25 
1 ms/div 90 60 80 20 
2 ms/div 45 30 40 15 
5 ms/div 約 18 約 20 約 20 約 10 

10 ms/div 約 9 約 8 約 10 約 7 

20 ms/div 約 5 約 4 約 4 約 4 

50 ms/div 約 2 約 2 約 2 約 2 

100 ms/div 約 1 約 1 約 1 約 1 
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実測波形更新速度（500 MHzおよび 1 GHz帯域幅のオシロスコープ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2. 同じクラスの 500 MHz/1 GHz 帯域幅のオシロスコープのベストケースの波形更新速度。 

 

タイムベース Keysight 3000 X 
シリーズ 

Tek MDO3000 
シリーズ 

（ノーマル/DPO捕捉） 

Tek MDO3000 
シリーズ 

（FastAcqモードが
オンの場合） 

LeCroy WaveSurfer 

1 ns/div 960,000 2,300 280,000 490 
2 ns/div 960,000 2,300 280,000 470 
4 ns/div － 2,300 280,000 － 
5 ns/div 960,000 － － 485 
10 ns/div 1,030,000 2,200 280,000 480 
20 ns/div 960,000 69,000 280,000 420 
40 ns/div － 64,000 280,000 － 
50 ns/div 570,000 － － 410 
100 ns/div 340,000 64,000 260,000 400 
200 ns/div 170,000 59,000 190,000 250 
400 ns/div － 51,000 120,000 － 
500 ns/div 74,000 － － 220 
1 µs/div 38,000 35,000 62,000 190 
2 µs/div 19,000 24,000 34,000 145 
4 µs/div － 15,000 18,000 － 
5 µs/div 7,800 － － 75 
10 µs/div 3,900 6,600 7,300 50 
20 µs/div 2,000 3,500 3,700 25 
40 µs/div － 1,800 1,800 － 
50 µs/div 780 － － 12 
100 µs/div 780 730 740 6 
200 µs/div 450 370 370 6 
400 µs/div － 190 190 － 
500 µs/div 170 － － 6 

1 ms/div 60 75 75 約 6 
2 ms/div 43 37 37 約 6 
4 ms/div － 19 19 － 
5 ms/div 18 － － 約 5 
10 ms/div 9 約 7 約 7 約 4 
20 ms/div 約 5 約 4 約 4 約 3 
40 ms/div － 約 2 約 2 － 
50 ms/div 約 2 － － 約 1.5 
100 ms/div 約 1 約 1 約 1 約 0.8 
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実測波形更新速度（1 GHz帯域幅のオシロスコープ） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3. 同じクラスの 1 GHz 帯域幅のオシロスコープのベストケースの波形更新速度。 

  

タイムベース Keysight 4000 X 
シリーズ 

Tek MDO4000シリーズ

（ノーマル/DPO捕捉） 

Tek MDO4000 
シリーズ（FastAcqモ

ードがオンの場合） 

LeCroy WaveRunner 

500 ps/div 1,020,000 2,600 340,000 490 
1 ns/div 1,010,000 2,900 340,000 490 
2 ns/div 1,000,000 2,900 340,000 470 
4 ns/div ‒ 2,900 340,000 ‒ 
5 ns/div 990,000 ‒ ‒ 485 
10 ns/div 1,030,000 2,800 340,000 480 
20 ns/div 880,000 78,000 330,000 420 
40 ns/div ‒ 76,000 330,000 ‒ 
50 ns/div 490,000 ‒ ‒ 410 
100 ns/div 280,000 72,000 270,000 400 
200 ns/div 140,000 65,000 200,000 250 
400 ns/div ‒ 55,000 130,000 ‒ 
500 ns/div 60,000 ‒ ‒ 220 
1 µs/div 30,000 37,00 62,000 190 
2 µs/div 15,000 25,000 34,000 145 
4 µs/div ‒ 15,000 17,000 ‒ 
5 µs/div 6,300 ‒ ‒ 75 
10 µs/div 3,200 6,700 7,200 50 
20 µs/div 1,600 3,500 3,700 25 
40 µs/div ‒ 1,700 1,800 ‒ 
50 µs/div 1,300 ‒ ‒ 12 
100 µs/div 900 730 740 6 
200 µs/div 430 370 370 6 
400 µs/div ‒ 190 190 ‒ 
500 µs/div 170 ‒ ‒ 6 
1 ms/div 85 75 75 約 6 
2 ms/div 40 38 38 約 6 
4 ms/div ‒ 19 19 ‒ 
5 ms/div 18 ‒ － 約 5 
10 ms/div 9 約 7 約 7 約 4 
20 ms/div 約 5 約 4 約 4 約 3 
40 ms/div ‒ 約 2 約 2 ‒ 

50 ms/div 約 2 ‒ ‒ 約 1.5 
100 ms/div 約 1 約 1 約 1 約 0.8 
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グリッチの捕捉機能の比較 
前述の確率およびデッドタイムを表す式に基づいて、同じクラス 2台の 1 GHz帯域幅オシロスコープ
を比較測定しました。この比較ではランダムな異常現象（頻度の低いグリッチ）を 1秒に約 5回発生
する回路を使用しています。各オシロスコープをデフォルト設定にします。グリッチの幅が 5～15 ns
の範囲ですので、この測定に最適なタイムベース設定は 10 ns/divです。各オシロスコープの更新速
度を最大限にするために、測定、波形演算、シリアルバス解析、デジタルデータ収集チャネルなどの
特殊な機能はオフにしました。 

さらに、各オシロスコープの可変残光表示を 5秒間だけオンにしましたが、オシロスコープのベストケ
ースの波形更新速度には影響しませんでした。オシロスコープの捕捉中にグリッチが発生する準安定状
態を画面中央近くで観測できるように、各オシロスコープの「立ち上がりエッジ」条件はデフォルトを
使用してトリガレベルは約 68 mVに設定しました。各オシロスコープでグリッチを捕捉できる確率を求
めるためには、5秒間の観察時間が適切だと仮定しました。 
図 3のように、Keysight 3000 Xシリーズ オシロスコープは 5秒の間、ランダムで頻度の低い異常現象
を一貫して捕捉／表示することができました。 

 

 

図 3. Keysight MSO3000 Xシリーズ オシロスコープは、1,030,000 波形/s の更新速度で、 
発生頻度の少ない異常現象を確実に捕捉できます。 
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Keysight 3000 Xシリーズ オシロスコープにおけるこの測定のデッドタイム率は、以下のように求められ
ます: 

 
タイムベース設定が 10 ns/divで、このオシロスコープのデッドタイム率が約 90%ということは、デッ 
ドタイムが長すぎるように思えます。しかし、実際にはグリッチを 5秒間で捕捉する確率はかなり高く
なります。このオシロスコープの捕捉確率は以下のように計算できます。𝑈𝑈と𝑊𝑊は上の式と同じです。 
 

 
%𝐷𝐷𝐷𝐷 = 100 × (1 −𝑈𝑈𝑊𝑊) 

𝑈𝑈 = 1,030,000 𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤/𝑤𝑤 

𝑊𝑊 = 10
𝑛𝑛𝑤𝑤
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤

× 10 𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑛𝑛𝑤𝑤 

 = 100 𝑛𝑛𝑤𝑤 = 0.0000001𝑤𝑤  
   

%𝐷𝐷𝐷𝐷 = 100 × �1− (1,030,000 × 0.0000001)� 

 = 89.70% 
 

 

 
𝑃𝑃𝑡𝑡 = 100 × �1− [1 − 𝑅𝑅𝑊𝑊](𝑈𝑈×𝑡𝑡)� 

𝑅𝑅 = 5 𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤/𝑤𝑤 

𝑡𝑡 = 5 𝑤𝑤 
   

𝑃𝑃5𝑠𝑠 = 100 × �1− [1 − (5 × 0.0000001)](1,030,000×5)� 

 = 92.38% 
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図 4および 5に示すように、Tektronix MDO3000シリーズ オシロスコープを使用した場合には、測定 
結果は大きく異なっていました。このオシロスコープの公表波形更新速度はノーマル/DPO捕捉モード 
で＞50,000波形/sですが、10 ns/divで動作させた場合、最大更新速度は先の表 2にあるようにわずか
2,200 波形/sです。これは前述した Keysight 3000 Xシリーズ オシロスコープの 468分の 1の速度です。 

FastAcq捕捉モードをオンにすると更新速度は 280,000波形/sまで上昇しますが、オシロスコープ 
が低速になり別の機能を同時に実行できる能力を活かせなくなります。例えば、FastAcqの使用中は  
“Snapshot All Measurements”（すべての測定のスナップショット）機能はオフになります。 

 

 

図 4. Tektronix MDO3000シリーズ オシロスコープは 2,200 波形/sで更新するので、 
発生頻度の少ない異常現象を少ししか捕捉できません。 
 

 

図 5. Tektronix MDO3000 シリーズ オシロスコープが 280,000 波形/sの更新速度 
において、FastAcq 収集モードをオンにしてイベントを捕捉。 
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Tektronix MDO3000シリーズ オシロスコープのデッドタイム率（ノーマル/DPO捕捉モードと 

FastAcq捕捉モードの両方）： 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

%𝐷𝐷𝐷𝐷𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛  = 100 × (1 −𝑈𝑈𝑊𝑊) 

𝑈𝑈 = 2,200 𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤/𝑤𝑤 

𝑊𝑊 = 10
𝑛𝑛𝑤𝑤
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤

× 10 𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑛𝑛𝑤𝑤 

 = 100 𝑛𝑛𝑤𝑤 = 0.0000001𝑤𝑤 
   
%𝐷𝐷𝐷𝐷𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛  = 100 × �1− (2,200 × 0.0000001)� 

 = 99.98% 
 
 

%𝐷𝐷𝐷𝐷𝐹𝐹𝑛𝑛𝑠𝑠𝑡𝑡𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹 = 100 × (1 −𝑈𝑈𝑊𝑊) 

𝑈𝑈 = 280,000 𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤/𝑤𝑤 

𝑊𝑊 = 10
𝑛𝑛𝑤𝑤
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤

× 10 𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑛𝑛𝑤𝑤 

 = 100 𝑛𝑛𝑤𝑤 = 0.0000001𝑤𝑤 
   
%𝐷𝐷𝐷𝐷𝐹𝐹𝑛𝑛𝑠𝑠𝑡𝑡𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹 = 100 × �1− (280,000 × 0.0000001)� 

 = 97.20% 
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以下は、Tektronix MDO3000シリーズでの 5秒間の観測時間後にグリッチを捕捉する確率を計算したも
のです。ノーマル/DPO捕捉モードと FastAcq捕捉モードの両方について計算しています。𝑊𝑊 は同じ値
です。 

 

Tektronixのオシロスコープでは、5秒間の観測時間後に発生頻度の低い異常現象が表示されませんでし
た。これはデッドタイムが長く更新速度が遅いせいで、グリッチ捕捉確率が低くなっているからです。
実際のアプリケーション設定では、信号に問題があることに気付いていてそれが捕捉されるまで待つこ
とができれば、最終的に Tektronixのオシロスコープで発生頻度の低いグリッチを捕捉できます。 

 

 
𝑃𝑃𝑡𝑡 𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛 = 100 × �1− [1−𝑅𝑅𝑊𝑊](𝑈𝑈×𝑡𝑡)� 

𝑅𝑅 = 5 𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤/𝑤𝑤 

𝑊𝑊 = 10
𝑛𝑛𝑤𝑤
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤 × 10 𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑛𝑛𝑤𝑤 

 = 100 𝑛𝑛𝑤𝑤 = 0.0000001𝑤𝑤 

𝑡𝑡 = 5 𝑤𝑤 

𝑃𝑃5𝑠𝑠_𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛𝑛  = 100 × �1− [1− (5 × 0.0000001)](2,200×5)� 

 = 0.5485% 

   
 

𝑃𝑃𝑡𝑡 𝐹𝐹𝑛𝑛𝑠𝑠𝑡𝑡𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹 = 100 × �1− [1 − 𝑅𝑅𝑊𝑊](𝑈𝑈×𝑡𝑡)� 

𝑅𝑅 = 5 𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤𝑤/𝑤𝑤 
𝑊𝑊 = 10

𝑛𝑛𝑤𝑤
𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤

× 10 𝑑𝑑𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑑𝑑𝑤𝑤𝑛𝑛𝑤𝑤 

 = 100 𝑛𝑛𝑤𝑤 = 0.0000001𝑤𝑤 

𝑡𝑡 = 5 𝑤𝑤 

𝑃𝑃5𝑠𝑠 𝐹𝐹𝑛𝑛𝑠𝑠𝑡𝑡𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹𝐹 = 100 × �1− [1 − (5 × 0.0000001)](280,000×5)� 

 = 50.34% 
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まとめ 
波形更新速度によって、直接、オシロスコープのデッドタイムとランダムな回路問題の捕捉／表
示確率が決まります。オシロスコープを比較するとき、波形更新速度の公表値が特定のアプリケ
ーションでは通用しないことにご注意ください。 

この技術記事では、主にベストケースの波形更新速度の比較に重点を置き、アナログデータ収集
チャネルだけを使用しましたが、大容量メモリ使用時に、デジタルデータ収集チャネルやシリア
ル・バス・デコード機能を使用すると、ほとんどのオシロスコープで波形更新速度が著しく低下
することに気付くはずです。 

Keysight InfiniiVisionシリーズ オシロスコープは、オシロスコープチャネルの波形更新速度が業
界で最速なだけではありません（最高 1,000,000波形/s）。ロジックチャネルとシリアル・バ
ス・デコード機能の両方を使用してもその波形更新速度を維持できる、業界唯一のMSOでもあ
ります。InfiniiVision DSO/MSOは、非常にハイレベルの統合ハードウェア（MegaZoomテクノ
ロジー）によりオシロスコープのデッドタイムを最小化してシステムのグリッチを捕捉するチャ
ンスを増やすために、高速で妥協のない更新速度を実現しています。 

詳細は、www.keysight.co.jp/find/scopesをご覧ください。 

 

http://www.keysight.com/find/scopes
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